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要旨 

現在、多くの留学生が日本に長期的に滞在し、勉強や研究に従事している。彼らの中に

は、日本語の学習前に、既に 2 言語や 3 言語の使用環境にいた学習者もいる。多言語が使

われる環境出身の日本語学習者は、日本で生活している以上、母語と日本語を使わざるを

得ない状況に迫られており、他国の人とだけでなく、同じ母語の人とコミュニケーション

図る時さえ、コード・スイッチング（以下 CS）を頻繁に行っていることが観察される。 
そこで、本研究では、朝鮮語・中国語・日本語の 3 言語を自由に操る日本在住の中国朝

鮮族、12 名の自然会話を録音し、文字化した資料を分析・考察する。分析にあたって、デ

ータ全体を「朝鮮語ベース」、「中国語ベース」、「日本語ベース」、「特定できない混合ベー

ス」の 4 タイプに分け、文法的な観点、機能的な観点から分析と考察を試みる。本研究で

は、中国朝鮮族の CS 使用実態を明らかにすることを目的とし、CS が文法上・機能上にど

のような特徴を持っているのかを探ることを研究課題とする。 
分析と考察の結果として、文法的な観点では、ベースとなる言語があるかないかに関わ

らず、CS は名詞、動詞などの単語レベルはじめ、節・文単位レベルなどさまざまな文法

的単位で起きていることがわかった。また、ベース言語となる言語が異なることによって、

各文法的カテゴリーにおける CS の生起率が異なることが明らかになった。 
文法的特徴については、本研究では朝鮮語から中国語あるいは日本語への CS において、

5 つの文法的特徴が観察された。特に、日本語・中国語の単語と朝鮮語の「ーhada（する）」

が結合して使用する例が多く観察され、結合する際に、彼らにとって言語能力が高い朝鮮

語が機能語として働き、言語能力が低い中国語と日本語が内容語として結合した。それか

ら中国語と日本語が結合する際には、彼らにとって日本語に比べ言語能力が高い中国語が

機能語として用いられ、日本語が内容語として結合した。このように、単語レベルの結合

形式は言語能力と深く関わっていることが明らかになった。また、節・文単位の CS では、

中国朝鮮族の特有な 4 つの引用文 CS パターンが観察された。その結合形式は 3 言語の言

語能力に関係なく、どの言語も機能語的役割あるいは内容語的役割を果たしていることが

わかった。 
一方、機能的観点では、「朝鮮語ベース」「中国語ベース」、「日本語ベース」には、5 つ

の機能が観察され、ベースとなる言語が異なることによって CS 機能の割合に違いがある

ことが明らかになった。さらに、それぞれの CS 機能のバリエーションが異なることもわ

かった。「特定できない混合ベース」には、「理解促進機能」しか観察できなかった。この

ようにベースとなる言語の有無によって、異なる CS 機能が観察された。その原因として、

語用論的転移、言語環境、文化的習慣が深く影響していると考えられる。 
本研究の結果から、本研究の研究対象者のように日本語が第二言語としてではなく、第

三言語として学ばれ、三言語或いは三言語以上の併用環境の中で使われながら習得するこ

とを考慮すると、日本語教育において、多言語習得やマルチリンガリズムの観点に立って

教育を行うことが緊急性と重要性をもっていることが示唆された。多言語話者を学習者と

した日本語教育を効果的進める際、本研究から得られた考察と知見は参考になると思われ

る。今後の課題としては、同一母語話者同士だけではなく、異なるスピーチ・コミュニテ

ィーの談話相手によって CS が文法上・機能上でどのように異なるかを課題として、その

解明を試みたい。
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